
私
た
ち
の
出
し
た

　
ご
み
の
処
理
は

　
　
今
後
ど
う
な
る

生活者ネットの仲間と街頭にて 子どもの貧困の学習会にて

小
西
の
一
般
質
問

編集後記

花みずき通信花みずき通信
No.21

清瀬市議会議員
小西みか

清瀬市議会議員
小西みか

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

出
現
な
ど
、「
ま
さ
か
」
が
現
実
と
な
り
、
至
る
所

で
「
社
会
の
分
断
」
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
国
内

に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
も
年
金
問
題
で
の
若
者
と

高
齢
者
の
世
代
間
の
分
断
が
、
最
近
で
は
女
性
の

活
躍
と
い
う
か
け
声
の
下
、
専
業
主
婦
と
共
働
き

女
性
の
立
場
に
よ
る
分
断
が
。
生
物
も
多
様
性
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
て

い
る
。
人
間
と
い
う
生
物
も
同
様
の
は
ず
だ
。
分

断
で
は
な
く
、
多
様
性
の
社
会
こ
そ
が
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
真
に
豊
か
に
す
る
の
だ
。
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東
京
・
未
来

市
民
が 

育
て
る

介
護
保
険
編

　

介
護
保
険
は
、
２
０
０
０
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
社
会
保
険
制
度
で
す
。「
社

会
全
体
で
介
護
が
必
要
な
人
を
支
え
る
し

く
み
と
し
て
創
設
さ
れ
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
、
残
さ
れ
た
能
力
を

生
か
し
て
、
生
き
生
き
と
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
社

会
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
16
年
、
５
回
の
制
度
改
正
を
行
い
現
在
の
介
護
保
険
に

至
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
７
期
の
制
度
改
正
に
向
け
、「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
５
」
で
財
政
健
全
化
と
制
度
の
持
続
可

能
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
利
用
者
負
担
を
現
在
２
割
の
上
限
を
３
割
に

す
る
事
や
、
軽
度
者
（
要
介
護
１
・
２
）
へ
の
援
助
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
に
つ
い
て
も
利
用
者
負
担
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
要
支
援
１
・

２
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
度
末
ま
で
に
通
所
介
護
・
訪
問
介
護
は

介
護
保
険
制
度
か
ら
地
域
支
援
事
業
と
い
う
各
自
治
体
で
の
事
業
へ
移

行
さ
れ
ま
す
が
、
訪
問
看
護
な
ど
そ
の
他
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
も
移

行
す
べ
き
と
し
、さ
ら
に
要
介
護
１
・
２
に
つ
い
て
も
移
行
案
を
示
さ
れ
、

福
祉
用
具
貸
与
・
住
宅
改
修
に
つ
い
て
も
原
則
自
己
負
担
と
す
べ
き
と

提
言
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
制
度
改
正
の
内
容
は
、
利
用
者
と
家
族
に

大
き
な
不
安
と
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

最
近
の
報
道
で
、「
安
倍
首
相
は
、政
府
の
成
長
戦
略
を
立
案
す
る
「
未

来
投
資
会
議
」
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
事
業
者
が
受
け
取

る
「
介
護
報
酬
」
を
自
立
支
援
の
効
果
を
反
映
し
た
体
系
に
指
示
し
た
」

と
聞
き
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
で
利
用
者
の
要
介
護
度
が
改
善
し
た
場
合
や
、

人
工
知
能
な
ど
先
端
技
術
を
導
入
し
て
介
護
の
質
を
高
め
た
場
合
に
報

酬
を
加
算
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
よ
う
で
す
。
出
席
者
か
ら

は
、
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
入
浴
や
食
事
の
介
護
が
中
心

で
自
立
支
援
が
不
十
分
」「
技
術
革
新
に
よ
る
介
護
の
質
の
向
上
を
後
押

し
す
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
出
た
と
あ
り
ま
し
た
。
自
立
支
援
に
は
、

ま
ず
健
康
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
と
る
な
ど
の
援
助
は
必
須
で
す
。
ま
た
先
端
技
術
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
で
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
も

必
要
で
す
。
目
に
見
え
る
成
果
に
ば
か
り
と
ら
わ
れ
て
、
本
当
に
必
要

な
こ
と
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

財
政
面
中
心
の
改
正
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の

現
在
、
今
さ
ら
家
族
介
護
に
戻
す
よ
う
な
事
は
不
可
能
で
す
。「
子
育

て
・
介
護
は
社
会
の
仕
事
」
社
会
全
体
で
担
う
た
め
に
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
視
点
で
の
制
度
改
正
を
望
み
ま
す
。

目
黒
の

　

つ
ぶ
や
き…

　
　
　

ぱ
ー
と
２

本
当
に
必
要
？

　
Ｂ
型
肝
炎

　
　
ワ
ク
チ
ン

ど
う
な
る

　
庁
舎
建
設

　

１
万
平
米
、50
億
円
を
上
限
と
し
、専
門
家（
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
：
Ｃ
Ｍ
Ｒ
）

に
助
言
を
受
け
な
が
ら
設
計
者
の
選
定
、
設
計
、

施
工
業
者
の
選
定
、
施
工
、
施
工
管
理
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
８
月
の
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
設
計
業
者
を
決
定
、

基
本
設
計
が
６
月
に
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
業
務
で
は
、
完
成
ま

で
の
工
程
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
や
市
民
意
見
を
反
映
す
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
市

報
や
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
、
周
知
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。

　

ま
た
、
議
会
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
と

し
て
の
意
見
を
市
に
示
し
た
。会
派
と
し
て
は
、

今
後
の
人
口
減
・
税
収
減
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
負
担
を
考
え

れ
ば
、
市
の
公

共
施
設
全
体
と

し
て
は
縮
小
し

て
行
か
ざ
る
を

得
な
い
中
、
議

会
部
分
も
例
外

で
は
な
く
、
面

積
節
約
と
稼
働

率
向
上
の
た
め

の
議
場
兼
委
員

会
室
を
提
案
し

た
。

　

昨
年
の
９
月
議
会
で
は
、
災

害
時
に
一
番
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
居
場
所
と

な
る
福
祉
避
難
所
の
整
備
に
つ

い
て
、
ま
た
、
学
校
で
教
職
員

が
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
、
学
校
徴
収
金
業
務
の

負
担
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

質
問
①　

４
月
に
は
国
か
ら
「
福

祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
、
具

体
的
に
何
に
取
り
組
む
べ
き
か

が
よ
り
明
確
に
さ
れ
た
。
本
市

に
お
い
て
も
要
配
慮
者
へ
の
支

援
の
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後

避
難
所
の
確
保
や
支
援
体
制
の

整
備
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

市
か
ら
の
回
答　

ま
だ
、
必
要

数
の
確
保
が
で
き
て
お
ら
ず
、

今
後
も
様
々
な
分
野
の
施
設
に

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
協
定

を
進
め
た
い
。
支
援
者
の
確
保

は
、
事
業
所
の
職
員
を
始
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
な

ど
で
確
保
し
て
い
く
予
定
だ
。

質
問
②　

地
域
の
人
た
ち
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
具
体
的

な
訓
練
が
必
要
と
思
う
が
、
予

定
は
あ
る
の
か
。

市
か
ら
の
回
答　

総
合
防
災
訓

練
で
、
一
般
避
難
所
か
ら
の
移

送
訓
練
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
は
各
施
設
で
の
訓
練
も
近
隣

の
方
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

質
問
③　

こ
れ
ま
で
公
費
私
費

の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
し
て
き
た

が
、
こ
の
た
び
文
科
省
は
給
食
費

等
の
学
校
徴
収
金
の
あ
り
方
に
つ

い
て
「
自
治
体
の
業
務
と
し
て
行

う
」
と
新
た
な
見
解
を
示
し
、
実

施
の
費
用
も
補
助
金
の
活
用
を
提

示
し
て
い
る
。
自
治
体
と
し
て
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。

市
か
ら
の
回
答　

自
治
体
業
務

へ
の
移
管
の
効
果
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
る
が
、
実
施
に
当

た
っ
て
は
職
員
体
制
の
見
直
し

も
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

12
月
議
会
で
は
、①
障
害
者
差

別
解
消
法
に
基
づ
く
合
理
的
配

慮
を
本
市
で
は
ど
う
進
め
る
の

か
、②
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
利
用
者
も
提

供
者
も
安
心
で
き
る
も
の
と
な

る
の
か
、③
Ｑ-

Ｕ
テ
ス
ト
や
特

別
支
援
教
室
、
習
熟
度
別
学
習

な
ど
学
力
重
視
が
不
登
校
の
増

加
や
長
期
化
に
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
の
か
、
な
ど
の
問

題
提
起
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
可
燃
ご
み
及
び
不
燃
・
粗
大
ご
み
の

う
ち
の
可
燃
物
は
、
東
久
留
米
市
、
西
東
京
市
、

清
瀬
市
の
３
市
で
構
成
す
る
柳
泉
園
組
合
の
焼

却
炉
で
処
理
さ
れ
、
そ
の
灰
を
多
摩
地
域
の
26

市
で
構
成
す
る
多
摩
広
域
資
源
循
環
組
合
で
セ

メ
ン
ト
化
し
て
い
る
。

　

柳
泉
園
組
合
の
焼
却
炉
は
す
で
に
建
設
し
て

15
年
経
過
し
、
大
規
模
改
修
が
必
要
だ
。
こ
の

度
、
前
半
10
年
を
か
け
て
大
規
模
改
修
と
一
部

の
運
転
、
後
半
５
年
は
全
面
的
な
運
転
の
業
務

を
一
括
し
て
長
期
包
括
契
約
と
し
、
民
間
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

15
年
間
で
現
在
と
比
較
し
、
43
億
円
、
約
23
％

の
コ
ス
ト
削
減
と
な
る
予
定
だ
。

　

建
設
当
初
よ
り
も
焼
却
す
る
ご
み
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
施
設
の
縮
小
が
最
も
コ
ス
ト
削

減
に
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
か
ら
の

想
定
で
は
難
し
い
よ
う
だ
。
今
後
、
不
燃
ご
み

や
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
改
修
も
必
要
と
な
る

た
め
、
そ
の
際
に
は
近
隣
の
自
治
体
や
組
合
と

の
共
同
設
置
な
ど
に
よ
る
縮
小
を
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
委
託
し
て
も
管
理
責
任
は
組
合
に
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
管
理
に
つ
い
て

は
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
た
め
、
23
区

清
掃
組
合
の
協
力
や
他
の
自
治
体
や
組
合
と
の

共
同
で
の
雇
用
や
育
成
に
よ
る
人
材
と
管
理
体

制
の
確
保
な
ど
、
今
後
も
提
案
し
て
い
く
。

　

定
期
予
防
接
種
は
、
全
額
公
費
で
実
施
し
、

多
く
の
人
が
受
け
る
こ
と
で
そ
の
病
気
の
蔓
延

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
だ
。
昨
年
10
月
よ
り
、
０

歳
児
へ
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
化

さ
れ
た
。Ｂ
型
肝
炎
は
、
母
子
感
染
が
多
く
、

母
子
保
健
の
中
で
す
で
に
そ
の
95
％
が
予
防
で

き
て
お
り
、
蔓
延
化
を
防
ぐ
と
い
う
目
的
に
お

い
て
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の

が
実
情
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
期
接
種

化
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

定
期
接
種
化
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
は
年
々
増

え
、
子
ど
も
の
体
調
を
観
つ
つ
日
程
調
整
す
る

こ
と
は
保
護
者
に
と
っ
て
か
な
り
の
負
担
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
４
種
混
合
や
６
種
混
合
な
ど
、

一
度
に
済
ま
せ
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
し
か

も
、
最
近
で
は
進
学
時
に
過
去
の
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
の
報
告
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
保
護
者
に
と
っ
て
「
受
け
な
い
」
と
決
断

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

接
種
し
た
方
が
よ
い
ワ
ク
チ
ン
は
あ
る
も
の

の
、
体
内
に
直
接
薬
剤
を
取
り
込
む
と
い
う
点

に
お
い
て
、
効
果
だ
け
で
な
く
、
リ
ス
ク
も
高

い
と
い
う
認
識
が
必
要
だ
。
国
や
自
治
体
が
勧

め
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
の

目
的
や
予
防
の
し
く
み
な
ど
、
知
っ
た
う
え
で

判
断
し
決
定
す
る
、「
自
分
の
体
は
自
分
で
守

る
」
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
た
い
。



　2015 年度の清瀬市のごみ処理関係費用（単位：百万円）

　上記の表から、清瀬市のごみの処理には年間 9 億円超の費用がかかっていることがわかります。東京都
からの 1億円の交付金を除いても 8億円、清瀬市民一人当たり平均 1万円超です。
　ごみ処理には大きな設備や建屋が必要で、一度作るとそれを維持するための費用はなかなか減らすことが
できません。
　 また、その処理は環境に負荷をかけるだけでなく、不要となったものにこんなにお金をかけなければな
らないことに、”もったいない”と思わざるをえません。やはり、「不要になってしまうものを買わない、作
らない、それでも不要になるものは、必要な人に譲ったり、別の方法で使ったり、それでも無理であればた
くさんのお金がかかるリサイクルを最後の手段として選ぶ」3R という考え方をもっと市民も事業者も進め
ていく必要があると考えます。

　収集についての課題と今後

　高齢化に伴い集積所までごみを出せない世帯が増加しています。現在は、「ふれあい収集」という市職員
が家まで収集に行く方式をとっていますが、収集体制に限界があることや、対象が介護度や障がいが重い世
帯に限定されているなど課題があります。
　そうしたことに対応する方法の一つとして、戸別収集が検討されています。現在より確実に収集費が増え
るため、今後は戸別収集の対象にする種類の範囲や、財源など検討が進んでいく予定です。
　ただ、自治会がない地域でも「集積場所のごみ問題がきっかけで、ご近所とのつながりができた」、「ごみ
出しをお願いする中で支え合う関係性ができた」というケースもあり、そうした要素は大事にしていきたい
ところです。

　政務活動費は、地方議会の議員が行う調査研究その他の活動に必要な経費の一部として支給される
費用です。
　政務活動費については、使途、公開方法等、これまでも、たびたび問題となってきました。兵庫県
議会議員の不正支出や、富山市議会では不正支出による議員辞職が相次ぎ、補欠選挙に至る事態とな
るなど、記憶に新しいところです。

清瀬市議会における政務活動費

　清瀬市議会においては、会派（所属議員が１人の場合も含む）に対し交付され、議員１名につき月額１万
円となっています。
　会派ごとの政務活動費は、議会事務局で閲覧できます。今年度分からは市のHPで公開する予定です。

　小西の所属する風・生活者ネットにおける政務活動費の使いみち

　2015 年度清瀬市議会「風・生活者ネット」の政務活動費の収支 （単位：円）

　調査研究費

　長岡市では、庁舎の新築について議場部分や防災センターを、三条市では子ども若者の相談支援センター
について、燕市では、空き家条例、若者の市政参加としてのつばめ若者会議について調査し、その後の議会
での質問に活かしました。

どう使われているの？　　政務活動費 どうなってるの？　　ごみ処理費

たぬきやオオタカが住む明治神宮の森を歩きました。日々の手入れで守られている、都心の貴重な緑と生物です。

支 出

収 入

差 引

収　集　費

容器包装リサイクル処理費

柳泉園組合負担金

たま広域資源循環組合負担金

ごみ袋作製費

ごみ袋販売手数料

計

都からの交付金（収集作業費） 

ごみ袋販売による収入

計

市民税での負担

項　目

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

収 入

支 出

差 引

項　目

4名×11か月

調査研修費

研修費

資料購入費

計

返還額

金　額

440,000

100,242

50,686

192,458

343,386

96,614

主な内容

2015 年 5月～ 2016 年 3月（改選のため 5月から）

長岡市、三条市、燕市への視察費用

様々なテーマの学習会などの参加費・交通費

先進的な自治体の取組などの情報誌購入

内　　容

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要
する経費

会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費

会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談
等の活動に要する経費

会派が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会派が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての
参加に要する経費

会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費

会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費

会派が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

217

38

400

215

30

13

913

105

134

239

674

3 市で運営している焼却施設の
設備や運営費の負担金

ごみを出す量に応じて負担して
いるごみ袋代

焼却灰や埋立ごみを受入処理し
ている多摩 26 市で運営する施
設の負担金

明治神宮の森を歩き


